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事例 年齢 性別 職業 使用している装具 疾患名 使用日数
A氏 60歳代 男性 無職 フィラデルフィアⓇカラー 頚椎後縦靱帯骨化症 23日
B氏 50歳代 男性 会社員 フィラデルフィアⓇカラー 頚椎椎間板ヘルニア 16日
C氏 70歳代 男性 無職 フィラデルフィアⓇカラー 頚椎後縦靱帯骨化症 19日
D氏 50歳代 女性 主婦 フィラデルフィアⓇカラー 頚椎椎間板ヘルニア 27日
E氏 60歳代 女性 主婦 フィラデルフィアⓇカラー 中心性頚髄損傷 12日
F氏 70歳代 男性 無職 フィラデルフィアⓇカラー 頚椎後縦靱帯骨化症 13日
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1 人 1 人の体験に関心をもつ
ことだといえます．また，看
護職が「わかっている」と思
い込んでいることを今一度明
らかにすることは，新たな看
護を創造するステップです．
看護実践は日常生活行動の援
助ですが，その生活の過程は
人間の体験そのものです．体
験は，看護職と患者とがお互
いにあるがままに語り合う行
為によって明らかになりま
す．「今どのようなお気持ち
ですか？」と語り合うことこ
そ，大切な看護実践だといえ
ます．
吉
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田澄恵⃝東京女子医科大学看護学部看護職生涯発達学 /認定看護師教育センター准教授
　装具装着患者への看護は，
整形外科疾患患者への看護の
基本であり，臨床的にはよく
知られたこととされ，院内看
護研究などを行いつつも，な
かなか誌上報告まで取り組ま
ずにきた重要なテーマだと考
えます．経験のある看護師に
とっては日常的な知見であ
り，新たな発見があったとは
いえないと思います．
　しかし，このような日常的
な知見こそ，患者が，たとえ
新人看護師であったとしても
心得て援助してほしいと求め
ている内容です．したがって，
この研究を実施し，わかりや
すく報告論文にまとめ，誌上
発表されたことは，多くの患
者への看護の質保障に貢献す
る有意義なものと考えます．
さらに，このような研究報告
は，医師や理学療法士，義肢
装具士などと幅広く共有し，
制限された生活を最短にする
工夫をしていくためのエビデ
ンスとしても重要です．
　ただ，質的研究であるにも
かかわらず，一部の結果に「多
かった」という量的な解釈が
記載されていることには疑問
があります．また，実際に看
護をしていくうえでは，コー
ドやサブカテゴリーレベルの
抽象度こそが，具体的な援助
につながる貴重な情報である
と考えます．
　ぜひ，今後，さらに事例数
を増やし，本誌や運動器看護
に関する学会誌などで，追跡
研究成果を報告してほしいと
思います．あわせて，このよ
うな患者への援助方法のさま
ざまなバリエーションや患者
自身のセルフケアのバリエー
ションについて，看護師や患
者・家族などを対象にした研
究に発展していただければと
願います．
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